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消化管出血は、内視鏡的手技によって、多くは、止血可能となってい

るが、抗血栓剤内服中などの止血困難例が少数ながら存在する。また、

高齢、全身性の合併症のために止血はなされたにもかかわらず、不幸な

転帰をとる症例もわずかに存在する。本ワークショップでは、消化管出

血の止血困難例、または、予後不良例を各施設から持ち寄って、その特

徴を明らかにし、対応についても議論したい。 


